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　ディプロマ・ポリシーとは金城学院大学の教育理念に基づき、どのような力を身に付けた者に卒業を認
定し、学位を授与するのかを定める基本的な方針であり、学修成果の目標となるものです。

生活環境学部食環境栄養学科
　食環境栄養学科では、学則第１条を踏まえ、所定の124 単位と必修等の条件を充たしたうえで、以下に定
める資質・能力を有すると認められた者に、学士（生活環境学）の学位を授与します。
１�．隣人のため社会のために高い自己管理能力をもって主体的に行動し、倫理的な判断に基づいて社会に貢献

することができる。
２�．多様な人々の生活環境や文化的・社会的背景を理解し、食と健康に対する深い専門的知識・技能・態度等

を身につけている。
３�．食と健康に関する課題に取り組む基礎能力を身につけ、情報を適正に取り扱い、さまざまな角度から論理

的に考えることができる。
４�．修得した専門的知識・技能・態度等を総合的に活用し、評価することで豊かな食生活を実現する能力を身

につけている。
５�．チーム医療や地域の健康増進の担い手として、多職種の立場や見解を理解・尊重し、協調性をもってすべ

ての人々の生活の質の向上に寄与することができる。
６�．管理栄養士として常に科学的探究心を持ち、新たな知見を踏まえ自ら課題を見出し、解決することができる。

１ ディプロマ・ポリシー
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　カリキュラム・ポリシーとはディプロマ・ポリシーの達成のために、どのような教育課程を編成し、ど
のような教育内容・方法を実施し、学修成果をどのように評価するのかを定める基本的な方針です。

生活環境学部食環境栄養学科
　食環境栄養学科では、学生がディプロマ・ポリシーに掲げる資質・能力を獲得できるように、共通教育科目、
専門教育科目、及びその他必要とする科目を基礎から発展への段階をふまえて体系的に配置し、講義科目、演
習科目、実験・実習科目を適切に組み合わせたカリキュラムを編成します。教育課程表の他に、カリキュラム
の体系性を示すカリキュラム・マップ及びカリキュラム・ツリー、科目間の関連や科目内容のレベルを表す科
目分類番号制を採用し、カリキュラムの全体像を分かりやすく提示します。
　教育内容、教育方法、評価について次のように定めます。
１．教育内容
　⑴�　食環境栄養学科の教育課程に【共通教育科目】【専門教育科目】を配置し、ディプロマ・ポリシーに掲

げる資質・能力を獲得できるようにします。
　⑵�　共通教育科目では、学生が福音主義のキリスト教に基づき、豊かな人間性を支える知識・技能、汎用的

技能、態度・志向性の基礎を身につけられるようにします。共通教育科目には、建学の精神に基づく【金
城アイデンティティ】を含む【基礎教育科目】と、自身の生き方を考える【キャリア教育科目】の科目区
分のもと、カリキュラムを適切に編成します。

　⑶�　専門教育科目では、管理栄養士養成の体系性に基づき、【学科基礎科目】【学科プロジェクト科目】【専
門科目】【研究演習科目】【栄養教育科目】の科目区分のもと、カリキュラムを適切に編成します。

　⑷�　初年次教育では、入学者が高校から大学の学びに円滑に移行すること、大学教育が求める学問的・社会
的要件を段階的に満たすことができるようにすることに重点を置きます。

　⑸�　学生が専門教育科目を中心に修得した知識・技能を総合的に活用できる力を身につけるために【研究演
習科目】を編成し、実験または調査を実施して卒業論文等を作成します

２．教育方法
　⑹�　講義科目においては、豊かな人間性を身につけ、管理栄養士に必要な専門的知識の修得を目的とし、学

生が自ら関心をもって能動的に学ぶことができる教育を実施します。
　⑺�　演習科目においては、知識・技能・態度を修得することに加え、協調性や情報の適切な取り扱い、論理

的思考力を養う教育を実施します。
　⑻�　実験・実習科目においては、知識や技能を身につけ、総合的に活用し、思考力を養うプログラムを編成

して実施します。
　⑼�　授業時間外学修をすべての授業科目に課し、学生の学修成果を高めるようなフィードバックに努めます。
　⑽�　アドバイザー制度により、学生情報を活用しながらアドバイザー教員が学生一人ひとりと面談し、学修

を支援するとともに、充実した学生生活のために必要な助言を行います。
３．評価
　⑾�　学修成果の評価については、公平性と透明性を確保するために、到達目標と評価方法をシラバスに定め、

筆記試験・実技試験・レポート・実習評価・授業貢献度等から多面的・総合的に評価を行います。

２ カリキュラム・ポリシー
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１ 卒業要件単位数（詳細）
食環境栄養学科

卒業要件 　　　　124（単位）
共通教育科目 18

必　修

金城アイデンティティ

キリスト教学⑴ 2

14

キリスト教学⑵ 2
女性みらい 1
世界の中の日本 1

言語（英語）

英語コミュニケーションＡ 1
英語コミュニケーションＢ 1
英語コミュニケーションＣ 1
英語コミュニケーションＤ 1

情報 情報リテラシー 2
キャリア開発 キャリア開発Ａ 2

選択必修 共通教育科目から 4 4
専門教育科目

学科基礎科目
必修 11

13
選択必修 2

学科プロジェクト科目
必修 4

8
選択必修 4

専門科目 必修 82
85

研究演習科目 必修 3
自由履修 ―

１　進級に必要な単位数・科目について
　�　上級学年に進級する場合は、各必要修業年限を経過し、修得単位数や修得済み科目が進級要件を満たして

いることが必要となります。

２　各学科の進級要件

学　科 進級年次 要　件

食環境栄養学科 ２年次から３年次
３年次に進級するためには、２年次終了までに「専門
科目」必修科目の単位を33単位以上修得していること

　　＊編入・転学部転学科生の場合

食環境栄養学科 ３年次から４年次
４年次に進級するためには、３年次終了までに「専門
科目」必修科目の単位を33単位以上修得していること

※各種の単位認定制度で単位認定された科目も、進級に必要な科目・単位数に算入されます。
※編入学及び転学部等の単位認定も進級に必要な科目・単位数に算入されます。

１ 進級要件について
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　食環境栄養学科では、管理栄養士課程に関わる必修科目（対象科目は、履修要覧Ｐ．学部21を参照。ただし「栄
養総合演習」と「臨地実習」を除く）について、学科が定める試験で評価が「Ｆ」の学生を対象に、再試験を
実施します。また追試験においても、同様に再試験を実施します。
　再試験等の日程は教務関係事項スケジュール表（履修要覧別冊）で確認してください。
　また、「管理栄養士特論Ａ」と「管理栄養士特論Ｂ」は、管理栄養士課程に関わる必修科目ではありませんが、
再試験を実施します。詳細については、授業内で案内します。

【再試験フローチャート】

★再試験対象者・再試験時間割：K―PORTで発表
★�再試験の評価が「Ｆ」の場合：次年度再履修（次年度の再履修が不可能な場合、再試験に対する再試験（再々

試験）の受験を認める。）
★�再試験（追試験の再試験、期間外追試験、期間外再試験を含む）受験のための手続き（試験料納入方法を含

む）：K―PORTで通知
★再試験料：3,000円／１科目
★�卒業年度に限り、前期再試験の評価で「Ｆ」であった科目：４年次対象再試験制度の対象（４年次対象再試

験についてはＰ．大学11参照）

２ 食環境栄養学科　再試験・追試験制度について

学科が定める試験【再試験対象科目】

次年度再履修、できない場合は再々試験（下の文章参照）

追試験

期間外追試験

期間外追試験の再試験

追試験の再試験

期間外再試験

再試験

臨地実習などの理由で
受験できなかった場合

臨地実習などの
理由で受験でき
なかった場合

評価が「Ｆ」の場合臨地実習などの理由で
受験できなかった場合

評価が「Ｆ」の場合評価が「Ｆ」の場合

評価が「Ｆ」
の場合

評価が「Ｆ」の場合

評価が「Ｆ」
の場合

評価が
「Ｆ」
の場合

８月／２月

８～９月／２～３月

10月／２～３月10月／２～３月

８～９月／２～３月８～９月／２～３月

― 学部 4 ―



科目分類番号はカリキュラムにおける当該科目の位置づけを示したものです。
履修の際の参考にしてください。

学部学科コード －
大区分

（ローマ数字Ⅰ～Ⅸ）
中区分

（英大文字 A ～ Z）
－

小区分
（英小文字 a ～ z）

仔細区分
（数字 0 ～ 9）

番号
（数字 01 ～ 99）

－ －

��� ���

学部学科コード

��������������� ���������������

科目群・領域

��� ���

通番

学部学科コード
　　共通教育　　　：99
　　食環境栄養学科：35

１ 科目分類番号について

― 学部 5 ―

大学編
履
修
要
項
・

履
修
案
内

大学編
学
籍
上
の

諸
手
続
き

大学編
教
務
事
務
の

取
扱
い

大学編
履
修
規
程

学部編
ポ
リ
シ
ー

学部編
卒
業
要
件

単
位
数（
詳
細
）
学部編
学
科
独
自
の

制
度

学部編
科
目
分
類
番
号

学部編
共
通
教
育
科
目

等
の
課
程
表

学部編
専
門
教
育
科
目
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・ツ
リ
ー

お
よ
び
課
程
表

学部編
教
免
取
得
に

関
す
る

教
育
課
程
表

学部編
各
種
資
格

― 学部 4 ―



科目名の★は必修、■は選択必修 

１ 共通教育科目等 課程表

科目
区分 授　業　科　目 副　題　・　内　容 科目分類番号

開講基準年次及び単位数
1年 2年 3年 4年

基
礎
教
育
科
目

①
金
城
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

キ リ ス ト 教 学 （1） ★ 99-Ⅰ0-a01 2

キ リ ス ト 教 学 （2） ★ 99-Ⅰ0-a02 2

福 祉 と キ リ ス ト 教 ■ 99-Ⅰ0-a03 2

聖 書 と 現 代 社 会 ■ 99-Ⅰ0-a10 2

キ リ ス ト 教 と 文 化 ■ 99-Ⅰ0-a11 2

聖 書 の 女 性 観 ■ 99-Ⅰ0-a04 2

女 性 み ら い ★ 99-Ⅰ0-a05 1

世 界 の 中 の 日 本 ★ 99-Ⅰ0-a06 1

国 際 社 会 と 社 会 問 題 ■ 99-Ⅰ0-a07 2

Japanese Society and Culture A ■ 99-Ⅰ0-a08 2

Japanese Society and Culture B ■ 99-Ⅰ0-a09 2

②
言
語
（
英
語
）

英語コミュニケーションＡ ★ 99-Ⅰ0-b01 1

英語コミュニケーションＢ ★ 99-Ⅰ0-b02 1

英語コミュニケーションＣ ★ 99-Ⅰ0-b04 1

英語コミュニケーションＤ ★ 99-Ⅰ0-b05 1

実 践 英 語 ス キ ル 入 門 ■ TOEICスコア500点～600点 99-Ⅰ0-b03 1

③
言
語
（
外
国
語
）

ド イ ツ 語 （1） ■ 言葉と文化 99-Ⅰ0-c01 1

ド イ ツ 語 （2） ■ 言葉と文化 99-Ⅰ0-c13 1

ド イ ツ 語 会 話 （1） ■ 日常会話、旅行会話 99-Ⅰ0-c02 1

ド イ ツ 語 会 話 （2） ■ 日常会話、旅行会話 99-Ⅰ0-c03 1

フ ラ ン ス 語 （1） ■ 言葉と文化 99-Ⅰ0-c04 1

フ ラ ン ス 語 （2） ■ 言葉と文化 99-Ⅰ0-c14 1

― 学部 6 ―



科目
区分 授　業　科　目 副　題　・　内　容 科目分類番号

開講基準年次及び単位数
1年 2年 3年 4年

基
礎
教
育
科
目

③
言
語
（
外
国
語
）

フ ラ ン ス 語 会 話 （1） ■ 日常会話、旅行会話 99-Ⅰ0-c05 1

フ ラ ン ス 語 会 話 （2） ■ 日常会話、旅行会話 99-Ⅰ0-c06 1

中 国 語 （1） ■ 言葉と文化 99-Ⅰ0-c07 1

中 国 語 （2） ■ 言葉と文化 99-Ⅰ0-c15 1

中 国 語 会 話 （1） ■ 日常会話、旅行会話 99-Ⅰ0-c08 1

中 国 語 会 話 （2） ■ 日常会話、旅行会話 99-Ⅰ0-c09 1

韓 国 ・ 朝 鮮 語 （1） ■ 言葉と文化 99-Ⅰ0-c10 1

韓 国 ・ 朝 鮮 語 （2） ■ 言葉と文化 99-Ⅰ0-c16 1

韓 国 ・ 朝 鮮 語 会 話（1） ■ 日常会話、旅行会話 99-Ⅰ0-c11 1

韓 国 ・ 朝 鮮 語 会 話（2） ■ 日常会話、旅行会話 99-Ⅰ0-c12 1

④
情
報

情 報 リ テ ラ シ ー ★ 数理・データ・ＩＴ 99-Ⅰ0-d01 2

デ ジ タ ル 表 現 技 術 ■ 99-Ⅰ0-d02 2

W e b デ ザ イ ン ■ 99-Ⅰ0-d03 2

ビジネスデータサイエンス基礎 ■ 99-Ⅰ0-d04 2

⑤
教
養

日 本 語 表 現 の 世 界 ■ 99-Ⅰ0-e01 2

日 本 文 学 入 門 ■ 99-Ⅰ0-e02 2

近 代 日 本 と ア ジ ア ■ 99-Ⅰ0-e03 2

ロ ー カ ル 文 化 リ サ ー チ ■ 99-Ⅰ0-e04 2

日 本 国 憲 法 ■ 99-Ⅰ0-e05 2

金 融 リ テ ラ シ ー ■ 自立につながるお金の知識 99-Ⅰ0-e06 2

企 業 経 営 入 門 ■ 99-Ⅰ0-e07 2

企 業 会 計 入 門 ■ 99-Ⅰ0-e08 2

ビ ジ ネ ス と 知 的 財 産 ■ 99-Ⅰ0-e09 2

健 康 美 容 の 栄 養 学
履修不可

■ 99-Ⅰ0-e10 2

健 康 と サ プ リ メ ン ト ■ 99-Ⅰ0-e11 2
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科目
区分 授　業　科　目 副　題　・　内　容 科目分類番号

開講基準年次及び単位数
1年 2年 3年 4年

基
礎
教
育
科
目

⑤
教
養

子 ど も の 健 康 ■ 99-Ⅰ0-e12 2

女 性 と 子 ど も の 医 学 ■ 99-Ⅰ0-e13 2

心 理 学 入 門 ■ 99-Ⅰ0-e14 2

カ ウ ン セ リ ン グ 入 門 ■ 99-Ⅰ0-e15 2

こ こ ろ の 哲 学 ■ 99-Ⅰ0-e16 2

環 境 学 ■ 99-Ⅰ0-e17 2

生 活 と ア パ レ ル ■ 99-Ⅰ0-e18 2

ク ラ シ ッ ク 音 楽 鑑 賞 ■ 99-Ⅰ0-e19 2

ハ ン ド ベ ル 奏 法 ■ 99-Ⅰ0-e20 1

セルフブランディング入門 ■ 金城生トータルコーディネート 99-Ⅰ0-e21 2

大 学 で の 学 び
履修不可

■ 高大接続授業・入学前プログラム 99-Ⅰ0-e22 1

⑥
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

ス ポ ー ツ の 理 論 と 実 技 ■ 99-Ⅰ0-f01 2

フィジカル・フィットネス ■ 99-Ⅰ0-f02 1

メ ン タ ル ・ フ ィ ッ ト ネ ス ■ 99-Ⅰ0-f03 1

キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目

⑦
キ
ャ
リ
ア
開
発

キ ャ リ ア 開 発 Ａ ★ 学科別キャリアデザイン 99-Ⅰ0-g01 2

キ ャ リ ア 開 発 Ｂ ビジネスマナー・スキル 99-Ⅰ0-g02 2

キ ャ リ ア 開 発 Ｃ ■ 社会で役立つキャリア心理学の知識 99-Ⅰ0-g03 2

キ ャ リ ア 開 発 Ｄ ■ 卒業生から学ぶリアルな「私と仕事」 99-Ⅰ0-g04 2

キ ャ リ ア 開 発 Ｅ ■ 企業トップから直接学ぶ「人生設計」 99-Ⅰ0-g05 2

⑧
ビ
ジ
ネ
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

経 理 入 門 と 実 務 ス キ ル ■ 日商簿記３級 対策 99-Ⅰ0-h01 2

ファイナンシャルプランニング ■ ファイナンシャルプランナー３級 対策 99-Ⅰ0-h02 2

Ｉ Ｔ と ビ ジ ネ ス ■ ＩＴパスポート対策 99-Ⅰ0-h03 2

カラーコーディネート基礎 ■ 色彩検定３級 対策 99-Ⅰ0-h04 2

数 的 処 理 と 論 理 的 思 考 ■ 就活に役立つ筆記試験対策 99-Ⅰ0-h05 2

キャリアプランニング基礎 ■ 就活準備演習（自己PR） 99-Ⅰ0-h06 2

キャリアプランニング応用 ■ 就活準備演習（企業分析） 99-Ⅰ0-h07 2

※「大学での学び」は、高大接続授業、入学前プログラムにおいて履修する科目であり、入学後の履修はできません。

― 学部 8 ―



科目
区分 授　業　科　目 副　題　・　内　容 科目分類番号

開講基準年次及び単位数
1年 2年 3年 4年

キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目

⑨
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ ロ ジ ェ ク ト Ａ ■ 教育機関プロジェクト 99-Ⅰ0-Ⅰ01 2

プ ロ ジ ェ ク ト Ｂ ■ 企業プロジェクト 99-Ⅰ0-Ⅰ02 2

プ ロ ジ ェ ク ト Ｃ ■ 海外プロジェクト 99-Ⅰ0-Ⅰ03 2

プ ロ ジ ェ ク ト Ｄ ■ 国内プロジェクト 99-Ⅰ0-Ⅰ04 2

プ ロ ジ ェ ク ト Ｅ ■ 社会課題解決プロジェクト 99-Ⅰ0-Ⅰ05 2

プ ロ ジ ェ ク ト Ｆ ■ 里山プロジェクト 99-Ⅰ0-Ⅰ06 2

プ ロ ジ ェ ク ト Ｇ ■ ボランティアプロジェクト 99-Ⅰ0-Ⅰ07 2

プ ロ ジ ェ ク ト Ｈ ■ 子育て支援プロジェクト 99-Ⅰ0-Ⅰ08 2

プ ロ ジ ェ ク ト Ｉ ■ 女性健康プロジェクト 99-Ⅰ0-Ⅰ09 2

プ ロ ジ ェ ク ト Ｊ ■ 学生発プロジェクト 99-Ⅰ0-Ⅰ10 2

⑩
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア

海 外 研 修 A ■ 英語圏１ 99-Ⅰ0-j01 2

海 外 研 修 B ■ 英語圏２ 99-Ⅰ0-j02 2

海 外 研 修 C ■ 英語圏以外１ 99-Ⅰ0-j03 2

海 外 研 修 D ■ 英語圏以外２ 99-Ⅰ0-j04 2

海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ ■ 99-Ⅰ0-j05 2

各
教
科
の
指
導
法
・
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等
（
中
・
高
・
栄
養
免
許
）

国 語 科 指 導 法 Ａ 99-Ⅱ0-k05 4

国 語 科 指 導 法 Ｂ 99-Ⅱ0-k06 2

国 語 科 指 導 法 Ｃ 99-Ⅱ0-k07 2

社会科・地理歴史科指導法Ａ 99-Ⅱ0-k08 2

社会科・地理歴史科指導法Ｂ 99-Ⅱ0-k09 2

社会科・地理歴史科指導法Ｃ 99-Ⅱ0-k10 2

社会科・地理歴史科指導法Ｄ 99-Ⅱ0-k11 2

理 科 指 導 法 Ａ 99-Ⅱ0-k12 4

理 科 指 導 法 Ｂ 99-Ⅱ0-k13 2

理 科 指 導 法 Ｃ 99-Ⅱ0-k14 2
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科目
区分 授　業　科　目 副　題　・　内　容 科目分類番号

開講基準年次及び単位数
1年 2年 3年 4年

各
教
科
の
指
導
法
・
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等
（
中
・
高
・
栄
養
免
許
）

音 楽 科 指 導 法 Ａ 99-Ⅱ0-k15 4

音 楽 科 指 導 法 Ｂ 99-Ⅱ0-k23 2

音 楽 科 指 導 法 Ｃ 99-Ⅱ0-k24 2

英 語 科 指 導 法 Ａ 99-Ⅱ0-k16 4

英 語 科 指 導 法 Ｂ 99-Ⅱ0-k25 2

英 語 科 指 導 法 Ｃ 99-Ⅱ0-k26 2

書 道 科 指 導 法 99-Ⅱ0-k17 4

情 報 科 指 導 法 99-Ⅱ0-k18 4

学 校 と 教 育 の 歴 史 99-Ⅱ0-k01 2

教 職 入 門 99-Ⅱ0-k02 2

教 育 社 会 学 99-Ⅱ0-k19 2

発 達 と 学 習 99-Ⅱ0-k03 2

特別支援教育の理論と方法 99-Ⅱ0-k20 2

教 育 課 程 論 99-Ⅱ0-k27 2

道 徳 教 育 の 理 論 と 方 法 99-Ⅱ0-k28 2

総合的な学習の時間の指導法 99-Ⅱ0-k21 2

特 別 活 動 の 指 導 法 99-Ⅱ0-k29 2

教 育 の 方 法 及 び 
情 報 通 信 技 術 の 活 用 99-Ⅱ0-k22 2

生 徒 ・ 進 路 指 導 と 
キャリア教育の理論と方法 99-Ⅱ0-k30 2

教 育 相 談 99-Ⅱ0-k04 2

教 育 実 習 Ａ 99-Ⅱ0-k31 5

教 育 実 習 Ｂ 99-Ⅱ0-k32 3

教 職 実 践 演 習（ 中 高 ） 99-Ⅱ0-k33 2

教職実践演習（栄養教諭） 99-Ⅱ0-k34 2
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科目
区分 授　業　科　目 科目分類番号 単位数

日
本
語

日 　 本 　 語 　 2 1 1 99-Ⅲ0-l01 1

日 　 本 　 語 　 2 1 2 99-Ⅲ0-l02 1

日 　 本 　 語 　 2 1 3 99-Ⅲ0-l03 1

日 　 本 　 語 　 2 1 4 99-Ⅲ0-l04 1

日 　 本 　 語 　 2 1 5 99-Ⅲ0-l05 1

日 　 本 　 語 　 2 2 1 99-Ⅲ0-l06 1

日 　 本 　 語 　 2 2 2 99-Ⅲ0-l07 1

日 　 本 　 語 　 2 2 3 99-Ⅲ0-l08 1

日 　 本 　 語 　 2 2 4 99-Ⅲ0-l09 1

日 　 本 　 語 　 2 2 5 99-Ⅲ0-l10 1

日 　 本 　 語 　 3 1 1 99-Ⅲ0-l11 1

日 　 本 　 語 　 3 1 2 99-Ⅲ0-l12 1

日 　 本 　 語 　 3 1 3 99-Ⅲ0-l13 1

日 　 本 　 語 　 3 1 4 99-Ⅲ0-l14 1

日 　 本 　 語 　 3 1 5 99-Ⅲ0-l15 1

日 　 本 　 語 　 3 2 1 99-Ⅲ0-l16 1

日 　 本 　 語 　 3 2 2 99-Ⅲ0-l17 1

日 　 本 　 語 　 3 2 3 99-Ⅲ0-l18 1

日 　 本 　 語 　 3 2 4 99-Ⅲ0-l19 1

日 　 本 　 語 　 3 2 5 99-Ⅲ0-l20 1

日 　 本 　 語 　 4 1 1 99-Ⅲ0-l21 1

日 　 本 　 語 　 4 1 2 99-Ⅲ0-l22 1

日 　 本 　 語 　 4 2 1 99-Ⅲ0-l23 1

日 　 本 　 語 　 4 2 2 99-Ⅲ0-l24 1

日本語アカデミック・スキルズ 99-Ⅲ0-l25 1

科目
区分 授　業　科　目 科目分類番号 単位数

日
本
事
情

日 本 事 情 Ａ 99-Ⅲ0-m01 1

日 本 事 情 Ｂ 99-Ⅲ0-m02 1

日 本 事 情 Ｃ 99-Ⅲ0-m03 1

日 本 事 情 Ｄ 99-Ⅲ0-m04 1

インディペンデント・スタディ 99-Ⅲ0-m05 1

日本語科目・日本事情に関する科目（外国人留学生対象）
履修を希望する場合は、国際交流センターに問い合わせてください。
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　カリキュラム・ツリーとは、専門教育科目のカリキュラムにおいて、学生が卒業までに身につけるべき知
識・能力を得るための授業科目が、どのように配置されているか、各授業科目の関連性を系統図的に可視化し
たものです。カリキュラムの年次進行、授業科目間のつながりなど、カリキュラムの体系性が一望できるよう
になっています。

食環境栄養学科

１ カリキュラム・ツリー

生活環境学部　食環境栄養学科　カリキュラムツリー

キリスト教学（1）
英語コミュニケーション
A

英語コミュニケーション
C

キリスト教学（2）
英語コミュニケーション
B

英語コミュニケーション
D

世界の中の日本 キャリア開発A

女性みらい 情報リテラシー

基礎化学 調理学 分析化学 生化学実験（1） 病理学各論 食品衛生学実験

基礎有機化学 基礎栄養学 病原微生物学 食品学実験（2） 食品衛生学 解剖生理学実験（2）

基礎栄養学概論 栄養学実習 病理学総論 調理学実習（3） 解剖生理学（2） 生化学実験（2）

解剖生理学（1） 食品学実験（1） 生化学（2） 解剖生理学実験（1）

生化学（1） 調理学実習（1）

食品学（1） 調理学実習（2）

食品学（2）

食環境論 食環境プロジェクト 公衆衛生学（1） 栄養アセスメント論 栄養カウンセリング論 医療統計学 フードマネージメント論

スタートアップゼミナー
ル

公衆衛生学（2） 社会保健学

応用栄養学総論 疾病別栄養管理論 臨床栄養学 栄養教育論実習 管理栄養士特論　A 総合学習プロジェクト D

母子栄養学 給食経営管理論 栄養教育各論 給食経営管理実習 管理栄養士特論　B 総合学習プロジェクト E

加齢栄養学 臨床栄養管理論 学校の食指導法 応用栄養学実習 総合学習プロジェクト B

栄養教育原論 疾病別栄養管理実習 食教育指導法 総合学習プロジェクト C

公衆栄養学（1）
多職種連携の学びＡ
（心・食・看・薬）

臨床栄養学実習 栄養カウンセリング実習 公衆栄養学実習 臨地実習

総合学習プロジェクト A
多職種連携の学びＢ
（心・食）

公衆栄養学（2） 栄養総合演習 栄養教育実習（事前事後指導を含む）

食環境学演習B

※栄養教諭免許取得希望者は、別途栄養教諭科目（学校の食指導法、食教育指導法、栄養教育実習、教職実践演習）を
　履修する必要がある。

1年生 2年生 3年生 4年生

１）隣人のため社会のために高い自
己管理能力をもって主体的に行動
し、倫理的な判断に基づいて社会に
貢献することができる。

２）多様な人々の生活環境や文化
的・社会的背景を理解し、食と健康
に対する深い専門的知識・技能・態
度等を身につけている。

食環境学演習A

卒業論文

３）食と健康に関する課題に取り組
む基礎能力を身につけ、情報を適正
に取り扱い、さまざまな角度から論
理的に考えることができる。

４）修得した専門的知識・技能・態
度等を総合的に活用し、評価するこ
とで豊かな食生活を実現する能力を
身につけている。

５）チーム医療や地域の健康増進の
担い手として、多職種の立場や見解
を理解・尊重し、協調性をもってす
べての人々の生活の質の向上に寄与
することができる。

６）管理栄養士として常に科学的探
究心を持ち、新たな知見を踏まえ自
ら課題を見出し、解決することがで
きる。

― 学部 12 ―



生活環境学部　食環境栄養学科　カリキュラムツリー

キリスト教学（1）
英語コミュニケーション
A

英語コミュニケーション
C

キリスト教学（2）
英語コミュニケーション
B

英語コミュニケーション
D

世界の中の日本 キャリア開発A

女性みらい 情報リテラシー

基礎化学 調理学 分析化学 生化学実験（1） 病理学各論 食品衛生学実験

基礎有機化学 基礎栄養学 病原微生物学 食品学実験（2） 食品衛生学 解剖生理学実験（2）

基礎栄養学概論 栄養学実習 病理学総論 調理学実習（3） 解剖生理学（2） 生化学実験（2）

解剖生理学（1） 食品学実験（1） 生化学（2） 解剖生理学実験（1）

生化学（1） 調理学実習（1）

食品学（1） 調理学実習（2）

食品学（2）

食環境論 食環境プロジェクト 公衆衛生学（1） 栄養アセスメント論 栄養カウンセリング論 医療統計学 フードマネージメント論

スタートアップゼミナー
ル

公衆衛生学（2） 社会保健学

応用栄養学総論 疾病別栄養管理論 臨床栄養学 栄養教育論実習 管理栄養士特論　A 総合学習プロジェクト D

母子栄養学 給食経営管理論 栄養教育各論 給食経営管理実習 管理栄養士特論　B 総合学習プロジェクト E

加齢栄養学 臨床栄養管理論 学校の食指導法 応用栄養学実習 総合学習プロジェクト B

栄養教育原論 疾病別栄養管理実習 食教育指導法 総合学習プロジェクト C

公衆栄養学（1）
多職種連携の学びＡ
（心・食・看・薬）

臨床栄養学実習 栄養カウンセリング実習 公衆栄養学実習 臨地実習

総合学習プロジェクト A
多職種連携の学びＢ
（心・食）

公衆栄養学（2） 栄養総合演習 栄養教育実習（事前事後指導を含む）

食環境学演習B

※栄養教諭免許取得希望者は、別途栄養教諭科目（学校の食指導法、食教育指導法、栄養教育実習、教職実践演習）を
　履修する必要がある。

1年生 2年生 3年生 4年生

１）隣人のため社会のために高い自
己管理能力をもって主体的に行動
し、倫理的な判断に基づいて社会に
貢献することができる。

２）多様な人々の生活環境や文化
的・社会的背景を理解し、食と健康
に対する深い専門的知識・技能・態
度等を身につけている。

食環境学演習A

卒業論文

３）食と健康に関する課題に取り組
む基礎能力を身につけ、情報を適正
に取り扱い、さまざまな角度から論
理的に考えることができる。

４）修得した専門的知識・技能・態
度等を総合的に活用し、評価するこ
とで豊かな食生活を実現する能力を
身につけている。

５）チーム医療や地域の健康増進の
担い手として、多職種の立場や見解
を理解・尊重し、協調性をもってす
べての人々の生活の質の向上に寄与
することができる。

６）管理栄養士として常に科学的探
究心を持ち、新たな知見を踏まえ自
ら課題を見出し、解決することがで
きる。
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� 科目名の★印は必修、☆は選択必修

２ 食環境栄養学科　課程表

専門科目

専門科目　82単位必修

授業科目名
科目
分類
番号

開講基準年次及び単位数
1年 2年 3年 4年

社
会
・
環
境
と
健
康

社 会 保 健 学 ★ 35-Ⅲ0-
c03

2

公 衆 衛 生 学 （1） ★ 35-Ⅲ0-
c01

2

公 衆 衛 生 学 （2） ★ 35-Ⅲ0-
c02

2

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
の
成
り
立
ち

病 原 微 生 物 学 ★ 35-Ⅲ0-
d03

2

解 剖 生 理 学 （1） ★ 35-Ⅲ0-
d01

2

解 剖 生 理 学 （2） ★ 35-Ⅲ0-
d08

2

解 剖 生 理 学 実 験 （1） ★ 35-Ⅲ0-
d04

1

解 剖 生 理 学 実 験 （2） ★ 35-Ⅲ0-
d09

1

病 理 学 総 論 ★ 35-Ⅲ0-
d05

2

病 理 学 各 論 ★ 35-Ⅲ0-
d10

2

生 化 学 （1） ★ 35-Ⅲ0-
d02

2

生 化 学 （2） ★ 35-Ⅲ0-
d06

2

生 化 学 実 験 （1） ★ 35-Ⅲ0-
d07

1

生 化 学 実 験 （2） ★ 35-Ⅲ0-
d11

1

食
べ
物
と
健
康

食 品 学 （1） ★ 35-Ⅲ0-
e01

2

食 品 学 （2） ★ 35-Ⅲ0-
e02

2

食 品 学 実 験 （1） ★ 35-Ⅲ0-
e03

1

食 品 学 実 験 （2） ★ 35-Ⅲ0-
e07

1

食 品 衛 生 学 ★ 35-Ⅲ0-
e09

2

食 品 衛 生 学 実 験 ★ 35-Ⅲ0-
e10

1

調 理 学 ★ 35-Ⅲ0-
e04

2

調 理 学 実 習 （1） ★ 35-Ⅲ0-
e05

1

調 理 学 実 習 （2） ★ 35-Ⅲ0-
e06

1

調 理 学 実 習 （3） ★ 35-Ⅲ0-
e08

1

基
礎
栄
養
学

基 礎 栄 養 学 ★ 35-Ⅲ0-
f01

2

栄 養 学 実 習 ★ 35-Ⅲ0-
f02

1

学科基礎科目

学科基礎科目　11単位必修＋２単位選択必修

授業科目名
科目
分類
番号

開講基準年次及び単位数
1年 2年 3年 4年

基 礎 化 学 ★ 35-Ⅰ0-
a01

2

基 礎 有 機 化 学 ☆ 35-Ⅰ0-
a02

2

分 析 化 学 ☆ 35-Ⅰ0-
a05

2

食 環 境 論 ★ 35-Ⅰ0-
a03

2

医 療 統 計 学 ★ 35-Ⅰ0-
a06

1

基 礎 栄 養 学 概 論 ★ 35-Ⅰ0-
a04

2

管 理 栄 養 士 特 論 A ★ 35-Ⅰ0-
a07

2

管 理 栄 養 士 特 論 B ★ 35-Ⅰ0-
a08

2

学科プロジェクト科目

学科プロジェクト科目　４単位必修＋４単位選択必修

授業科目名
科目
分類
番号

開講基準年次及び単位数
1年 2年 3年 4年

食 環 境 プ ロ ジ ェ ク ト ★ 35-Ⅱ0-
b01

1

多 職 種 連 携 の 学 び Ａ
（心・食・看・薬） ★ 35-Ⅱ0-

b02
1

多 職 種 連 携 の 学 び Ｂ
（心・食） ★ 35-Ⅱ0-

b03
1

総 合 学 習 プ ロ ジ ェ ク ト Ａ ★ 35-Ⅱ0-
b04

1

総 合 学 習 プ ロ ジ ェ ク ト Ｂ ☆ 35-Ⅱ0-
b05

2

総 合 学 習 プ ロ ジ ェ ク ト Ｃ ☆ 35-Ⅱ0-
b06

2

総 合 学 習 プ ロ ジ ェ ク ト Ｄ ☆ 35-Ⅱ0-
b07

2

総 合 学 習 プ ロ ジ ェ ク ト Ｅ ☆ 35-Ⅱ0-
b08

2
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専門科目

授業科目名
科目
分類
番号

開講基準年次及び単位数
1年 2年 3年 4年

応
用
栄
養
学

応 用 栄 養 学 総 論 ★ 35-Ⅲ0-
g01

2

母 子 栄 養 学 ★ 35-Ⅲ0-
g02

2

加 齢 栄 養 学 ★ 35-Ⅲ0-
g03

2

応 用 栄 養 学 実 習 ★ 35-Ⅲ0-
g04

1

栄
養
教
育
論

栄 養 教 育 原 論 ★ 35-Ⅲ0-
h01

2

栄 養 教 育 各 論 ★ 35-Ⅲ0-
h02

2

栄 養 教 育 論 実 習 ★ 35-Ⅲ0-
h03

1

栄 養 カ ウ ン セ リ ン グ 論 ★ 35-Ⅲ0-
h04

2

栄 養 カ ウ ン セ リ ン グ 実 習 ★ 35-Ⅲ0-
h05

1

臨
床
栄
養
学

臨 床 栄 養 学 ★ 35-Ⅲ0-
Ⅰ05

2

栄 養 ア セ ス メ ン ト 論 ★ 35-Ⅲ0-
Ⅰ01

2

臨 床 栄 養 管 理 論 ★ 35-Ⅲ0-
Ⅰ02

2

疾 病 別 栄 養 管 理 論 ★ 35-Ⅲ0-
Ⅰ03

2

疾 病 別 栄 養 管 理 実 習 ★ 35-Ⅲ0-
Ⅰ04

1

臨 床 栄 養 学 実 習 ★ 35-Ⅲ0-
Ⅰ06

1

公
衆
栄
養
学

公 衆 栄 養 学 （1） ★ 35-Ⅲ0-
j01

2

公 衆 栄 養 学 （2） ★ 35-Ⅲ0-
j02

2

公 衆 栄 養 学 実 習 ★ 35-Ⅲ0-
j03

1

給
食
経
営
管
理
論

給 食 経 営 管 理 論 ★ 35-Ⅲ0-
k01

2

フ ー ド マ ネ ー ジ メ ン ト 論 ★ 35-Ⅲ0-
k03

2

給 食 経 営 管 理 実 習 ★ 35-Ⅲ0-
k02

1
総
合
演
習

栄 養 総 合 演 習 ★ 35-Ⅲ0-
l01

2
臨
地
実
習

臨 地 実 習 ★ 35-Ⅲ0-
m01

4

研究演習科目

研究演習科目　３単位必修

授業科目名
科目
分類
番号

開講基準年次及び単位数
1年 2年 3年 4年

ス タ ー ト ア ッ プ ゼ ミ ナ ー ル ★ 35-Ⅳ0-
n01

1

食 環 境 学 演 習 A ★ 35-Ⅳ0-
n02

1

食 環 境 学 演 習 B ★ 35-Ⅳ0-
n03

1

卒 業 論 文 35-Ⅳ0-
n04

8

栄養教諭科目

授業科目名
科目
分類
番号

開講基準年次及び単位数
1年 2年 3年 4年

学 校 の 食 指 導 法 35-Ⅴ0-
o01

2

食 教 育 指 導 法 35-Ⅴ0-
o02

2

栄養教育実習（事前事後指導を含む） 35-Ⅴ0-
o03

2
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〔１〕栄養教諭とは？
　栄養教諭は、食のスペシャリストである管理栄養士・栄養士と、教育の専門家である教師の資質を合わせ
持つ資格です。
　栄養教諭の役割は、子どもたちが将来にわたって健康に生活できるように、学校給食を活用して栄養や食
事に関して指導教育し、「食に関する望ましい習慣や自己管理能力」を身に付けさせるとともに、他の教科、
家庭、地域とも連携して食に関する啓発を行うことです。そのため、栄養教諭を志す者は、管理栄養士とし
ての専門性を確実に身につけたうえで、栄養の専門性と教員としての学識を練磨し人間性の育成を心がける
必要があります。そして、児童・生徒の前に立って、自信を持って教えられるように教科と教職の専門性を
伸ばす努力・自身の人格を陶冶する努力をしてください。
　栄養教諭は、学校給食の管理と食に関する指導を職務とします。栄養教諭の配置については、①学校給食
の実施が義務とはされていないこと、②現在の学校栄養職員も学校給食実施校のすべてに配置されていない
こと、③地方の自主性を尊重するという地方分権の趣旨により、地方公共団体が地域の事情等に応じて配置
しています。
　栄養教諭の配置は義務的なものではありませんが、「食育基本法」の制定（平成17年）や、学校での「食
育」の必要性が認知されたことにより、多くの地方公共団体で栄養教諭の採用試験が毎年実施されています。
私たち教職課程担当教員・職員は金城学院大学卒業生が一人でも多く、教育現場の教壇に立つことを願って
います。

免許法施行規則に定める科目区分等 最低修得単位数

①栄養に係る教育に関する科目 ４

②教育の基礎的理解に関する科目等 １８

③教育職員免許法施行規則第66条の６に定める科目 ８

合　　計 ３０

〔２〕栄養教諭の履修に必要な単位
　栄養教諭の免許状を取得するためには、学士の学位（食環境栄養学科を卒業したものに授与される学位）
と管理栄養士養成課程修了（＋栄養士免許）を基礎資格として必要とします。つまり、所定の単位を修得し
て本学を卒業することが前提となります。その上で、「栄養に係る教育に関する科目」４単位、「教育の基礎
的理解に関する科目等」28単位、「教育免許法施行規則第66条に定める科目」８単位を修得することが必
要です。

①栄養に係る教育に関する科目
免許法施行規則に定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目
開講基準年次及び単位数

履修方法
各科目に含めることが必要な事項 単位数 1年 2年 3年 4年

栄養教諭の役割及び職務内容に関する事項

4
食教育指導法 2 必修幼児、児童及び生徒の栄養に係る課題に関す

る事項

食生活に関する歴史的及び文化的事項

食に関する指導の方法に関する事項 学校の食指導法 2 必修

１ 栄養教諭について
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②教育の基礎的理解に関する科目等
施行規則に定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目
開講基準年次及び単位数

履修方法
科目 各科目に含めることが必要な事項 単位数 1年 2年 3年 4年

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関する歴史及
び思想

8

学校と教育の歴史 2 必修

教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。） 教職入門 2 必修

教育に関する社会的、制度的又は経営
的事項（学校と地域との連携及び学校
安全への対応を含む。）

教育社会学 2 必修

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び
学習の過程 発達と学習 2 必修

特別の支援を必要とする幼児、児童及
び生徒に対する理解 特別支援教育の理論と方法 2 必修

教育課程の意義及び編成の方法（カリ
キュラム・マネジメントを含む。） 教育課程論 2 必修

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
内
容
及
び

生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

道徳、総合的な学習の時間及び総合的
な探求の時間並びに特別活動に関する
内容

6

道徳教育の理論と方法 2 必修

総合的な学習の時間の指導法 2 必修

特別活動の指導法 2 必修

教育の方法及び技術（情報機器及び教
材の活用を含む。）

教育の方法及び情報通信技術
の活用 2 必修

生徒指導の理論及び方法 生徒・進路指導とキャリア教
育の理論と方法 2 必修

教育相談（カウンセリングに関する基
礎的な知識を含む。）の理論及び方法 教育相談 2 必修

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

栄養教育実習 2 栄養教育実習（事前事後指導
を含む） 2 必修

教職実践演習 ２ 教職実践演習（栄養教諭） 2 必修

③教育免許法施行規則第66条の６に定める科目
施行規則に定める

科目区分等 単位数 左記に対応する開設授業科目
開講基準年次及び単位数

履修方法
１年 ２年 ３年 ４年

日本国憲法 2 日本国憲法 2 必修

体育 2 スポーツの理論と実技 2 必修

外国語コミュニケーション 2
英語コミュニケーションＡ 1

必修
英語コミュニケーションＢ 1

数理、データ活用及び
人工知能に関する科目
又は　情報機器の操作

2 情報リテラシー 2 必修
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〔３〕栄養教育実習
　栄養教育実習に関しては、次の点に注意してください。
⑴�　栄養教諭免許取得のためには、栄養教育実習２単位（実習１週間と事前・事後指導１単位）を履修する

必要があります。
⑵�　栄養教育実習先は、原則として小学校または中学校です。いずれの場合も指導者には栄養教諭が当たる

ため、栄養教諭配置がされていないところでは栄養教育実習はできません。
⑶�　栄養教育実習は、実習校の協力を得て行われるものです。実習生は実習校に迷惑をかけることのないよ

う、しっかりした決意と十分な配慮をもって取り組まなくてはなりません。
⑷�　栄養教育実習に先立って、栄養教育実習申し込みオリエンテーションを行います。このオリエンテーショ

ンで栄養教育実習についての認識を深め、慎重に検討した上で、栄養教育実習を希望する者は、所定の期
間内に必要な書類を添えて履修支援センターに申し込んでください（栄養教育実習等の費用については、
後日学納金の口座から引落しとなります）。ただし、下記「３．教職課程委員会が指定する課題に関する
条件」の①を満たさない者は栄養教育実習申込みを行うことはできません。

⑸�　栄養教育実習期間の前後に数回の事前指導・事後指導をおこないます。また、栄養教育実習後には所定
のレポートを提出しなければなりません。栄養教育実習の履修には、事前指導・事後指導への出席とレポー
トの提出も含まれます。

⑹�　栄養教育実習は栄養教諭を志す者のみに認められます。また、栄養教育実習や教員採用試験の時期は企
業などへの就職活動の時期と重なりますが、企業などへの就職活動についての配慮は一切認められません
ので注意してください。実習先の先生や児童・生徒に迷惑をかけることが無いよう、教育実習を最優先さ
せてください。

⑺�　栄養教育実習の際に必要な知識を習得しておくために、栄養教育実習履修以前に「１．栄養に係る教育
に関する科目」をすべて履修し、「教育実践に関する科目」を除く「教育の基礎的理解に関する科目等」
の必修科目を18単位以上修得し、かつGPA2.5以上でなければなりません。

⑻�　栄養教育実習では実際の授業の場で児童・生徒を指導するため、十分な力量を備えて実習に臨む必要が
あります。本学では、以下に示す１．「栄養に係る教育に関する科目」と「教育の基礎的理解に関する科目等」
に関する条件、２．食環境栄養学科の「学科基礎科目」および「展開科目」の必修科目に関する条件、３．
教職課程委員会が指定する課題に関する条件のすべてを満たす場合に、栄養教育実習の履修を認めること
としています。

　�　なお、オリエンテーション、事前指導への出席状況、Ｋ−ＰＯＲＴやK-mailでの連絡に対する応答状
況等により、課題等への取り組みや履修カルテ等によって教育実習に向けた準備状況から、教育実習に向
けた準備が不十分であると判断された学生には学科のアドバイザー教員や教職課程担当教員から、改善を
促します。改善が見られない場合は、大学から実習校に教育実習の辞退を申し入れることもあります。

　�　また、教育実習開始までに「教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関する法律」に違反した場
合は、教育実習の申込みはできません。教育実習中にそれに違反した場合も、その時点で教育実習が中止
となります。

１．「栄養に係る教育に関する科目」と「教育の基礎的理解に関する科目等」に関する条件
　　次のいずれかを満たすこと。
　①�　原則として、教育実習履修前年度終了時までに、「栄養に係る教育に関する科目」をすべて履修し、

「教育実践に関する科目」を除く「教育の基礎的理解に関する科目等」の科目と合計して18単位以
上取得しており、かつGPA2.5以上であること。

　②�　東京アカデミー、資格の大原、時事通信社等が実施する教員採用試験模試の「教職科目」（教職
教養等の名称）の試験の得点が50%以上の結果を、一度以上得ていること（ただし自宅受験した
場合の成績は対象としない）。

　③�　栄養教育実習履修前年度までに、教員採用試験（栄養教諭）一次試験に合格していること。（合
格から１年以上経ち、再度一次試験を受けなければいけない場合は除く。）

　④�　科目等履修生は、栄養教育実習履修前年度までに管理栄養士国家試験に合格していること、また
は管理栄養士国家試験受験資格を有していること。

　＊�②の教員採用試験模擬試験を受験できない等の事情がある科目等履修生は課題に取り組ませた上
で、学力試験等を実施して、栄養教育実習履修の可否を判断するものとする。
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２．「学科基礎科目」および「展開科目」の必修科目に関する条件
　　原則として学科基礎科目および展開科目の必修科目を開講基準年次で単位修得できていること。

３．教職課程委員会が指定する課題に関する条件
　①　栄養教育実習の申込みは、申込前年度の３月末までに当該学年の秋課題を提出していること
　②�　栄養教育実習の履修は、前年度の１月第２火曜日（成人の日の翌日）までに当該学年の秋課題ま

での課題のすべてを提出していること

＊�留学をする学生や科目等履修生の課題の内容や提出期限は、留学する時期や栄養教育実習の履修予定
年を考慮して担当教員から指示する。

＊�教員採用試験（栄養免）一次試験に合格した者は、一部の課題を免除する。（合格から１年以上経ち、
再度一次試験を受けなければいけない場合は免除しない。）

（注）�「教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関する法律」に違反したことがある者は、上記の
条件を満たしていても教育実習に申し込めません。

〔４〕栄養教諭教職課程関係の連絡とスケジュール
　栄養教諭教職課程の履修に関しては、栄養教育実習、教員免許状の申請、各種オリエンテーションなど、
さまざまな手続きが必要です。これらについての連絡はK―PORT（学生ポータルサイト）・manaba等によっ
て行いますので、栄養教諭教職課程の履修を希望する者は、常に注意を払うようにしてください。なお、教
職課程に関する質問や相談は、本部棟３階の履修支援センターで受け付けます。
　栄養教諭教職課程に関しての４年間の主なスケジュールは次の通りです。

１年次 ４月 教職課程ガイダンス（新入生オリエンテーション内）

２年次

７月
10月～５月
11月
11月～12月
秋から翌年春

教職課程履修申込みオリエンテーション（履修希望者全員）
キャリア・アップ講座教員採用試験対策講座
各自治体採用試験説明会（学内）
教員採用試験オリエンテーション
模擬試験（各自申込）

３年次

４月
５月～６月
６月中旬
９月
10月～５月
11月
11月～12月
秋から翌年春

栄養教育実習（４年次）履修申込みオリエンテーション
教育実習希望校への内諾依頼
教員採用試験・一次試験（愛知県・名古屋市　他）
第１回教育実習事前指導
キャリア・アップ講座教員採用試験対策講座
各自治体採用試験説明会（学内）
教員採用試験オリエンテーション
模擬試験（各自申込）

４年次

４月～６月
４月～５月
５月～６月

６月中旬
６月下旬
７月下旬
７月
11月
３月

栄養教育実習事前指導
愛知県・名古屋市・岐阜県・三重県教育委員会採用試験説明会
栄養教育実習（原則として１週間）
　＊一部の学校では９月～ 10月になります
教員採用試験・一次試験（愛知県・名古屋市　他）
教育実習事後指導
教員採用試験・ニ次試験（愛知県・名古屋市　他）
教員免許状一括申請学内申込み
教員免許状申請書類記入
免許状交付

※�この表はあくまでも目安です。現在各自治体の採用試験の時期がめまぐるしく変化しています。それに応
じて、他の行事予定も変化していく可能性があります。常に直近の情報に注意して下さい。
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＜教員採用試験模擬試験＞
　秋から翌年春にかけて行われる模擬試験（東京アカデミー、資格の大原、時事通信社等）を受験すること
を推奨しています。教員採用試験は、試験範囲が広く、長期的な展望を持って準備しないと、合格は容易で
はありません。長期的な学習計画を立て、模擬試験をペースメーカーとして、教育実習と採用試験に備えて
ください。

＜教員採用試験＞
　公立小・中学校の教員採用試験は、毎年春から夏にかけて実施されています。近年は、４年次だけではな
く、３年次にも一次試験の機会を設ける自治体が増えています。出願締切日や試験日は、自治体によって異
なりますので注意してください。４年次の出願の際は、教育実習前に出願を済ませてください。栄養教諭の
採用試験は、自治体によっては、現在の学校栄養職員の採用を優先していることがあります。その場合は実
施されている「学校栄養職員」採用試験を受けてください。

＜教員免許状の申請＞
　教員免許状の申請は、大学が一括して愛知県教育委員会に対して行います。４年次の夏に申請手続きを履
修支援センター窓口で行います。なお申請時に手数料が別途必要です。期限内に手続きをしない場合は、一
括申請から除外されますので、行事予定やK―PORTを十分に注意し、指示に従ってください。

〔５〕課程履修費について
　栄養教諭教職課程を履修するには学納金とは別に課程履修費が必要です。課程履修費は、2,500円（３
年次前期）、16,600円（４年次前期）です。
　納入方法は学納金口座からの引き落としとなります。引き落としに際しては事前にご案内致します。
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　管理栄養士は、厚生労働大臣の許可を受けて１）傷病者に対して療養のために必要な栄養の指導（臨床栄養
領域）、２）個人の身体の状況、栄養状態などに応じた高度の専門的知識及び技能を要する健康の保持・増進
のための栄養の指導（公衆栄養領域）、３）特定多数の人に対して継続的に食事を供給する施設における利用
者の身体状況、栄養状態、利用の状況などに応じた給食管理及びこれらの施設に対する栄養改善上必要な指導
など（給食経営管理領域）を行う職業です。管理栄養士国家試験に合格する必要があります。
　卒業までに修得しなくてはならない科目は、次の表のとおりです。

指定教育内容
単位数

本学開講科目
科目形態と単位数の必修・選択の別 開講基準年次及び単位数

講義又
は演習

実験又
は実習 形態 必修 選択 １年 ２年 ３年 ４年

専　

門　

基　

礎　

分　

野

社会・環境と健康 6

10

社会保健学 講義 2 2
公衆衛生学⑴ 講義 2 2
公衆衛生学⑵ 講義 2 2

人体の構造と機能
及び疾病の成り立ち 14

病原微生物学 講義 2 2
解剖生理学⑴ 講義 2 2
解剖生理学⑵ 講義 2 2
解剖生理学実験⑴ 実験 1 1
解剖生理学実験⑵ 実験 1 1
病理学総論 講義 2 2
病理学各論 講義 2 2
生化学⑴ 講義 2 2
生化学⑵ 講義 2 2
生化学実験⑴ 実験 1 1
生化学実験⑵ 実験 1 1

食べ物と健康 8

食品学⑴ 講義 2 2
食品学⑵ 講義 2 2
食品学実験⑴ 実験 1 1
食品学実験⑵ 実験 1 1
食品衛生学 講義 2 2
食品衛生学実験 実験 1 1
調理学 講義 2 2
調理学実習⑴ 実習 1 1
調理学実習⑵ 実習 1 1
調理学実習⑶ 実習 1 1

小　　計 28 10 小　　　計 38

専　
　

門　
　

分　
　

野

基礎栄養学 2

8

基礎栄養学 講義 2 2
栄養学実習 実習 1 1

応用栄養学 6

応用栄養学総論 講義 2 2
母子栄養学 講義 2 2
加齢栄養学 講義 2 2
応用栄養学実習 実習 1 1

栄養教育論 6

栄養教育原論 講義 2 2
栄養教育各論 講義 2 2
栄養教育論実習 実習 1 1
栄養カウンセリング論 講義 2 2
栄養カウンセリング実習 実習 1 1

臨床栄養学 8

疾病別栄養管理論 講義 2 2
臨床栄養学 講義 2 2
栄養アセスメント論 講義 2 2
臨床栄養管理論 講義 2 2
疾病別栄養管理実習 実習 1 1
臨床栄養学実習 実習 1 1

公衆栄養学 4
公衆栄養学⑴ 講義 2 2
公衆栄養学⑵ 講義 2 2
公衆栄養学実習 実習 1 1

給食経営管理論 4
給食経営管理論 講義 2 2
フードマネージメント論 講義 2 2
給食経営管理実習 実習 1 1

総合演習 2 栄養総合演習 講義 2 2
臨地実習 4 臨地実習 実習 ４ 4

小　　計 32 12 小　　　計 44

合　　計 60 22 合　　　計 82

１ 管理栄養士について
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※課程履修費等について
　本課程を履修するには学納金とは別に課程履修費等が必要です。課程履修費は、35,000円（１年次前期）、
50,000円（２年次前期）、79,600円（３年次前期）、74,600円（４年次前期）です。
　納入方法は学納金口座からの引き落としとなります。引き落としに際しては事前にご案内致します。
　なお、臨地実習の際には感染症対応、怪我や事故等に対応する保険料3,000円程度が別途必要です。
　こちらも学納金口座から引き落としとなります。詳しくは入学年次並びに２年次の臨地実習オリエンテー
ションで説明します。（金額は前年度の実績です。変更になる場合もあります）
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　臨地実習は、管理栄養士の実際勤務する場で、学内での講義、実験、実習で学んだ基礎知識、専門知識や技
術を実践と統合させることを目的に行われます。
　栄養総合演習は、臨地実習に関する学内での事前・事後指導を目的に行われます。

⑴　臨地実習は大学が指定する施設で実施します。
　　具体的には病院、事業所、福祉、学校、保健所・保健センター・健康増進施設）です。
　　１人４週間180時間以上になるように配当します。

⑵　臨地実習の実施については、以下の要件を満たす必要があります。
　①栄養総合演習を履修していること
　　　栄養総合演習は、臨地実習に赴くための事前指導・事後指導の科目です。
　　　�そのため履修にあたっては、２年次に実施するガイダンスの全ての回に出席し、希望調査や抗体検査結

果表等、指定した書類を不備なく、期限までに提出した学生が履修することができます。
　②以下の科目を履修していること
　　�原則として疾病別栄養管理論、疾病別栄養管理実習、栄養アセスメント論、給食経営管理論、臨床栄養管

理論、公衆栄養学⑴、公衆栄養学⑵、給食経営管理実習、臨床栄養学実習

⑶　「臨地実習」は４年次開講科目ですが、現地での実習は原則として３年次で行います。
　　３年次に臨地実習が認められ⑵の要件を満たした学生は、４年次に「臨地実習」を履修登録してください。
　　３年次で実習施設に配属されても、⑵の要件が満たせなかった場合は実習を行うことができません。

⑷　�教職課程を履修する場合は、２年次に実施するガイダンスにて教職課程担当教員・臨地実習担当教員に必
ず相談してください。

２ 臨地実習・栄養総合演習について
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食品衛生監視員について
　食品衛生法に規定された職務及び食品衛生に関する指導を行う技術系公務員で、主に国の検疫所と地方自治
体の保健所に所属し、食品の検査や食中毒の調査、食品製造業や飲食店の衛生監視、指導及び教育を行います。
本学では食品衛生監視員任用資格を取得できます。
食品衛生管理者について
　食品衛生法により食品衛生法施行令に指定のある食肉製品製造業など衛生上の考慮を必要とする一定の食品
又は食品添加物の製造又は加工を行う営業所で、食品衛生法第48条の規定により、施設における製造もしく
は加工の段階で衛生上の考慮を必要とする食品や添加物などにおいて衛生管理を行います。
＊�食品衛生監視員任用資格ならびに食品衛生管理者資格は、学科必修科目に加えて指定された化学関連の１科

目を履修することが取得要件です。

区　分 単位修
得要件 授　業　科　目 形態

開講基準年次及び単位数
１年 ２年 ３年 ４年

Ａ群：化学関係

Ａ
群
か
ら
Ｄ
群
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
１
科
目
以
上　

合
計
22
単
位
以
上

Ａ
群
か
ら
Ｅ
群
ま
で
の
総
単
位
数　
　

合
計
40
単
位
以
上

★ 基礎化学 講義 2
○ 基礎有機化学 講義 2
○ 分析化学 ＊ 講義 2

Ｂ群：生物化学関係

★ 生化学⑴ 講義 2
★ 生化学⑵ 講義 2
★ 生化学実験⑴ 実験 1
★ 生化学実験⑵ 実験 1
★ 解剖生理学⑴ 講義 2
★ 解剖生理学⑵ 講義 2
★ 解剖生理学実験⑴ 実験 1
★ 解剖生理学実験⑵ 実験 1
★ 食品学⑴ 講義 2
★ 食品学⑵ 講義 2
★ 食品学実験⑴ 実験 1
★ 食品学実験⑵ 実験 1

Ｃ群：微生物学関係 ★ 病原微生物学 講義 2

Ｄ群：公衆衛生学関係

★ 食品衛生学 講義 2
★ 食品衛生学実験 実験 1
★ 公衆衛生学⑴ 講義 2
★ 社会保健学 講義 2
★ 公衆衛生学⑵ 講義 2
★ 公衆栄養学⑴ 講義 2
★ 給食経営管理論 講義 2

Ｅ群：その他関連科目

★ 病理学総論 講義 2
★ 病理学各論 講義 2
★ 基礎栄養学 講義 2
★ 応用栄養学総論 講義 2
★ 母子栄養学 講義 2
★ 加齢栄養学 講義 2
★ 疾病別栄養管理論 講義 2
★ 臨床栄養学 講義 2
★ 臨床栄養管理論 講義 2
★ 栄養学実習 実習 1
★ 応用栄養学実習 実習 1

備考：★ 印は、必修科目　　○印の内１科目を履修
　　　＊ 履修するのが望ましい。

３ 食品衛生監視員及び食品衛生管理者について
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